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　 国防は最大の　　　
　　 　　　福祉である
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　日　時　令和元年10月５日（土曜日）　午後４時から
　　 講　師　黒田秀高氏 （伏見稲荷神社正禰宜）
　昭和22年東京生まれ。昭和49年國學院大学文学部史学科卒業。昭和50年同大学神道学専攻科修了。同年
伏見稲荷大社に奉職、現在に至る。専門は日本思想史。『日本及び日本人』に「日本浪漫派の経緯」（未完）、
『動向』に「時局偶感」を連載の他、『諸君！』『月曜評論』『國民新聞』『日本』『興論』『不二』『月刊日本』
『伝統と革新』等で幅広く言論を展開、共著に『新世紀の靖国神社』『歌集国風』『歌集長城』がある。現在、
維新政党新風副代表・政策委員長、靖国応援団幹事、沖縄自決冤罪訴訟を支援する会副代表、英霊を被告
席に座らせることを許さない国民の会主計局長、憲法一条の会顧問など役職多数。

演　題　皇室自律権の回復
会　費　5,000円、非会員6,000円、学生2,000円（含む飲食代）
　　　　講話のみ；会員1,000円、非会員2,000円　学生無料

第
81
回

第
82
回

会 場 錦城閣　☎０６―６９４１―２１８５　地下鉄谷町線、京阪電車天満橋駅直上　キャッスルホテル３Ｆ（中国料理店）

日　時　令和元年12月７日（土曜日）　午後４時から
講　師　黒田裕樹 （高校教師）
　昭和44（1969）年2月15日大阪市生まれ。大阪・明星高校から関西大学法学部を卒業後、複数の司法書士
事務所に勤務。日本史に魅了されて育った自身の生い立ちから教師を志し、働きながら通信教育で教員免
許を取得。現在は、大阪府立高校の社会科教師として教鞭をとる傍ら、全国各地で日本史の講演活動（約
10年半で400回程度）を行っている。ブログ「黒田裕樹の歴史講座」を運営。

演　題　忠臣蔵
会　費　6,000円、非会員7,000円、学生2,000円（含む忘年会代）
　　　　講話のみ；会員1,000円、非会員2,000円、学生無料

関防会の歴史勉強会関防会の歴史勉強会  中島サロンのご案内中島サロンのご案内 担当
菊池哲也、髙村明美

平平成成３３１１年年度度・・令令和和元元年年度度役役員員（順不同）

※ アンダーライン；新 任

特別顧問
石川 博崇    伊藤 孝江   稲田 朋美   井上 一徳   宇都 隆史  大西 宏幸 
小池 百合子  左藤  章    佐藤 正久   杉田 水脈   杉   久武  高市 早苗 
高橋 光男 長尾   敬   西村 眞悟   馬場 伸幸   山田 賢司  （あいうえお順） 

相 談 役 小林庄 一郎  井上 礼之    田母神 俊雄 

顧 問 竹本 恒雄    三好 榮治    山根  穣   森   實    長田 雅恵   武政 賢一 

名誉会長  濵野 晃吉 

会 長 高橋 忠義 

副 会 長 松田  清  大道 欣孝 

監 事 山根  穣（兼任）  山本 賢一 

事務局長 奥 久嗣 （兼常任理事）
事務局次長

事務局補佐

小山 みどり （兼常任理事）

喜連川 昌子 （兼常任理事）

総務部長 中村 恵英 （兼常任理事）（兼任） 総務副部長 河合 雄一 （兼常任理事）

財務部長 渡辺 寿一郎 （兼常任理事） 財務副部長 高井 臣一 （兼常任理事）

事業部長 林 博之   (兼常任理事） 事業副部長 大坪 厚彦 （兼常任理事）

編集部長 小野 元裕 （兼常任理事） 編集副部長 大安 秀雄 （兼理事）

広報部長 中村 恵英 （兼常任理事）（兼任） 広報副部長 大西 孝子 （兼常任理事）

研修部長 菊池 哲也 （兼常任理事） 研修副部長 髙村 明美 （兼常任理事）

常任理事
赤阪 昇三 飯田 美智子 大畑 可奈子 北島 一憲 田中 正剛 古澤  清
保口 廣幸 山下 弘文

理 事 軸原 博文 澤頭 利男 津田 孝雄 長野  厤 原田 光生 橋田  肇
濵野 矢代依

会長　高橋　忠義副会長　松田　清副会長　大道　欣孝

関西防衛を支える会 関西防衛を支える会 役員紹介役員紹介
　

関
西
防
衛
を
支
え
る
会
は

創
立
後
20
年
が
過
ぎ
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
蔭

を
も
ち
ま
し
て
今
年
度
、
会

員
数
が
８
０
０
人
を
超
え
る

自
衛
隊
支
援
団
体
に
発
展
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

完
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
会
の

発
展
に
貢
献
い
た
だ
い
た
の

が
、
役
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

今
回
は
、
現
在
の
役
員
を
紹

介
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
特

に
、
事
務
局
長
（
次
長
、
補

佐
）、
部
長
（
副
部
長
）
は
、

関
防
会
の
エ
ン
ジ
ン
と
も
い

う
べ
き
面
々
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
会
の
運
営
を
つ
か
さ
ど
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事務局長
奥　久嗣

事務局次長
小山　みどり

総務部長・広報部長
中村　恵英

総務副部長
河合　雄一

財務部長
渡辺寿一郎

財務副部長
高井　臣一

事業部長
林　博之

事業副部長
大坪　厚彦

編集部長
小野　元裕

編集副部長
大安 秀雄

広報副部長
大西　孝子

研修部長
菊池　哲也

研修副部長
髙村　明美

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す事 務 員 喜連川 昌子  櫻井 かをる 

 

事 務 員 喜連川 昌子  櫻井 かをる 

 



　　　　　　　　　　第79号� 令和元年９月１日（日曜日）　　（２）　國　の　支　え

巨大横断幕の前で（８月４日）

新
隊
員
を
激
励
す
る
高
橋
会
長

会場を盛り上げる山口采希さん

2019年度 BBQ会

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
教
育
隊

新
入
隊
員
激
励
ツ
ア
ー

　

続
い
て
元
海
上
自
衛
官
の
京

都
府
議
会
議
員
小
原
舞
氏
が
力

強
く
激
励
。
新
隊
員
は
最
後
ま

で
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
会
長
か
ら
新
隊

員
代
表
に
激
励
品
が
渡
さ
れ
、

が
っ
ち
り
と
握
手
。
講
堂
内
か

ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
激
励
を
終
え
帰
路
に

就
く
我
々
を
隊
員
の
皆
様
が「
帽

振
れ
」
で
見
送
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
…
。
新
隊
員
の
皆
様
に
は

し
っ
か
り
と
教
育
期
間
を
勤
め

上
げ
、
立
派
な
自
衛
官
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
会
員　

伊
東
佳
紀
）

と
い
う
言
葉
が
新
隊
員
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
己
を
忘
れ
他
人
を

利
す
る
。
ま
さ
に
「
事
に
臨
ん

で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を

も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、

も
っ
て
国
民
の
負
託
に
こ
た
え

る
」
自
衛
官
に
ぴ
っ
た
り
の
言

葉
で
す
。

　

高
橋
会
長
に
よ
る
激
励
冒

頭
「
隊
員
諸
君
！ 

こ
ん
に
ち

は
！
」
に
対
し
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
と
講
堂
が
揺
れ
ん
ば
か

り
の
、
怒
涛
の
様
な
挨
拶
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
若
さ
溢
れ

る
力
強
い
挨
拶
に
感
動
。

　

会
長
か
ら
は
「
忘
己
利
他
」

　

６
月
末
と
７
月
中
旬
に
和

歌
山
県
に
相
次
い
で
２
艦
の

護
衛
艦
が
入
港
す
る
こ
と
に

な
り
、
入
港
歓
迎
と
出
航
見

送
り
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　

６
月
29
日
、
30
日
に
は
日

高
港
に
護
衛
艦「
し
ま
か
ぜ
」

が
寄
港
。
入
港
に
際
し
、
関

防
会
で
は
高
橋
会
長
・
小
山

事
務
局
次
長
ら
が
横
断
幕
と

幟
を
掲
げ
て
出
迎
え
、
し
ま

か
ぜ
の
来
訪
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
吉
福
艦
長
、

和
歌
山
協
力
会
長
の
挨
拶
の

後
、
地
元
の
「
宮
子
姫
伝

説
」
に
ち
な
ん
だ
「
第
７
代

宮
子
姫
」
の
方
か
ら
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

盛
大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
一
般
公
開
で
は
生

憎
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
２

日
間
で
約
４
０
０
０
人
が
来

艦
、
勇
壮
な
護
衛
艦
の
姿
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
15
日
の
護
衛

艦
「
さ
わ
ぎ
り
」
入
港
歓
迎

式
典
と
特
別
公
開
・
出
航
見

送
り
に
参
加
。
式
典
で
は
高
橋

会
長
が
和
歌
山
市
長
・
各
自
衛

隊
司
令
・
各
団
体
の
長
と
共
に

並
び
艦
長
以
下
乗
組
員
の
方
々

を
歓
迎
。
続
く
特
別
公
開
で
は

甲
板
・
隊
員
食
堂
・
艦
橋
ま
で

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出

航
見
送
り
で
は
各
団
体
か
ら
集

ま
っ
た
有
志
の
方
々
と
共
に
岸

壁
に
整
列
し
て
横
断
幕
や
旗

を
掲
げ
ま
し
た
。「
さ
わ
ぎ

り
」
側
も
登
舷
礼
及
び
帽
振

れ
で
応
え
て
下
さ
り
、
高
橋

会
長
が
用
意
し
た
軍
艦
行
進

曲
の
音
色
が
響
き
渡
る
な

か
、
次
の
訓
練
に
向
け
出
港

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

忙
し
い
訓
練
の
合
間
を

縫
っ
て
和
歌
山
に
２
艦
も
の

護
衛
艦
が
寄
港
し
て
下
さ

り
、
和
歌
山
県
民
と
し
て
非

常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。「
し

ま
か
ぜ
」「
さ
わ
ぎ
り
」
両

艦
の
ご
安
航
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

�

（
会
員　

伊
東
佳
紀
）

「しまかぜ」入港（６月 29 日）

「さわぎり」入港（７月 14 日）

　

２
０
１
９
年
度
暑
気
払
い

Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
鶴
見
区
鶴
見
緑
地

Ｂ
Ｂ
Ｑ
場
で
、
自
衛
隊
家
族

会
京
橋
地
区（
代
表
井
上
勉
）

に
合
流
す
る
形
で
８
月
４
日

昼
の
部
で
実
施
。

　

関
西
防
衛
を
支
え
る
会
か

ら
は
、
高
橋
会
長
他
14
人
が

参
加
。
自
衛
隊
家
族
会
京
橋

地
区
か
ら
18
人
、
自
衛
隊
京

橋
案
内
所
か
ら
６
人
、
他
に

お
子
様
が
４
人
、
４
つ
の
炭

火
焼
き
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

焼
き
肉
、
焼
き
そ
ば
、
野
菜
、

お
に
ぎ
り
、
差
し
入
れ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
・
鹿
児
島
じ
ゃ

こ
天
な
ど
を
肴
に
し
て
、ビ
ー

ル
、
焼
酎
、
赤
ワ
イ
ン
、
ノ

ン
ア
ル
な
ど
で
約
２
時
間
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
ん
だ
。

　

心
配
し
て
い
た
酷
熱
は
幸

い
薄
曇
り
で
時
折
の
微
風
、

体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
し

の
げ
た
。
来
年
の
再
会
を
祈

り
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

関
西
防
衛
を
支
え
る
会
の

「
あ
り
が
と
う
自
衛
隊
」
の

巨
大
横
断
幕
、
自
衛
隊
京
橋

案
内
所
の
隊
員
募
集
幟
を

セ
ッ
ト
し
て
ア
ピ
ー
ル
と
し

た
。

�

（
常
任
理
事　

赤
阪
昇
三
）

第６回大第６回大納涼大会 ８月18日

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
約
70
人
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
特
別
顧
問
の

衆
議
院
議
員
・
大
西
宏
幸
氏
、

参
議
院
議
員
・
石
川
博
崇
氏
、

同
杉
久
武
氏
、同
高
橋
光
男
氏
、

同
伊
藤
孝
江
氏
（
代
理
）
が
駆

け
つ
け
、
お
言
葉
を
頂
戴
し
た

上
に
、
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
大
い
に
会
場

を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し

　

残
暑
厳
し
い
８
月
18
日

（
日
）、
恒
例
の
第
６
回
大
納
涼

大
会
が
難
波
道
頓
堀
の
パ
セ
ラ

リ
ゾ
ー
ツ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
島
会
員
の

バ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
で
始
ま
り

ま
し
た
。
突
然
の
登
場
に
皆
さ

ん
あ
っ
け
に
取
ら
れ
た
様
子
で

し
た
。
引
き
続
い
て
高
橋
会
長

の
挨
拶
で
大
納
涼
大
会
が
ス

た
。
な
ぜ
か
皆
さ
ん
歌
は
お
上

手
で
し
た
ね
っ
！　

ま
た
、
心

温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
特
別
顧
問
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
小
さ
い
お

子
さ
ん
も
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
を

歌
っ
た
り
、
旭
日
旗
や
ゼ
ッ
ト

旗
を
振
っ
て
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
超
レ
ア
自
衛
隊
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
「
ハ
ズ
レ
な
し
の

抽
選
会
」
は
２
回
行
わ
れ
、
会

場
は
一
喜
一
憂
の
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会

の
合
間
に
、
常
任
理
事
の
古
澤

清
さ
ん
が
、
奥
様
に
メ
ー
ク
を

施
さ
れ
て
登
場
。や
す
き
節（
ど

じ
ょ
う
す
く
い
）
を
披
露
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
思
い
出
に
残

る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
愛
国
の
歌
姫
、

山
口
采
希
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

で
は
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、

盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し

ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、「
あ

の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」

を
歌
っ
た
佐
藤
暢
彦
会
員
が
見

事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

浪
速
観
光
社
提
供
の
「
か
に

バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
２
人
に
当
た

る
恒
例
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。
３

人
が
勝
ち
残
り
、大
熱
戦
の
上
、

最
年
少
参
加
者
の
大や

ま

翔と

君
と
西

川
さ
ん
が
ゲ
ッ
ト
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
は
高
橋
会
長
の
挨
拶
で

締
め
く
く
り
、
約
６
時
間
に
及

ぶ
大
納
涼
大
会
が
楽
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
な
が
ら
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
賞
品
を
提
供
く
だ
さ
っ
た

浪
速
観
光
社
様
、
ミ
リ
タ
リ
ー

将
様
、
サ
ン
・
サ
ン
サ
ー
ビ
ス

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

カラオケ大会成績
順位 氏名 曲目 点数
1 佐藤　暢彦 あの鐘を鳴らすのはあなた 92.008
2 松田　　剛 アイディア 88.748
3 福元ゆみ子 演歌旅がらす 87.696
4 奥野　譲二 兄弟船 86.921
5 吉岡　一博 艶歌船 86.389
6 大道　欣孝 おまえに 86.28
7 籠池　佳茂 みんなのうた 85.803
8 小山みどり 君をのせて 85.596
9 比嘉　　聡 ダイナミック琉球 85.165
10 橋口　綾子 あやこのよさこい演歌 85.148
11 石倉　幹夫 心杖（つえ） 84.947
12 大内　明子 愛の讃歌 84.688
13 髙村　明美 花 84.616
14 長谷川　弘 北の漁場 84.571
15 赤星　國廣 故郷の話をしよう 83.69
16 安保　智子 真夏の夜の夢 83.413
17 菊池　哲也 熱き心に 83.408
18 長谷川玲子 津軽慕情 83.287
19 古澤　悦子 だんな様 82.823
20 島　　雅昭 エイトマン 82.629
21 衛藤　一郎 ああ人生に涙あり 82.212
22 石井　泰介 遠くで汽笛を聞きながら 81.537
23 大石　伸雄 愛国行進曲 80.961
24 渡辺寿一郎 星降る街角 79.392
25 大畑可奈子 浪花恋歌 77.516
26 田中　益男 片恋酒 76.449
27 高井　臣一 長崎は今日も雨だった 75.341
28 奥　　久嗣 チェジュエアポート 65.845

和
歌
山
県
に
護
衛
艦
が
相
次
ぎ
入
港

優勝した佐藤会員（左）

バグパイプを演
奏する島会員

70人が６時間を満喫

自衛隊家族会に合流

姿勢を正し真剣に聞き入る新隊員

　

６
月
14
日
㈮
、
海
上
自
衛
隊
の
新
隊
員
を
教
育
す
る
「
舞
鶴

教
育
隊
」
訓
練
に
励
む
新
隊
員
へ
の
激
励
訪
問
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
と
な
る
講
堂
で
は
真
白
な
第
３
種
夏

服
に
身
を
包
ん
だ
新
隊
員
の
方
々
約
４
２
０
人
が
姿
勢
を
正
し

出
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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今
百
年
に
一
度
の
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
時

代
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
の
世
の
中
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
財
務

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、
財
務
大
臣
の
会
議
に
中
央
銀
行
の
総
裁
が
加
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
ま
せ

ん
。
知
ら
れ
て
は
ま
ず
い
か
ら
で
す
。
中
央
銀
行
は
財

務
大
臣
の
指
揮
下
に
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
中
央
銀

行
は
政
府
の
機
関
で
は
な
い
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は

民
間
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
財
務
大
臣
は
通

貨
に
関
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
持
っ
て
い
る

の
は
民
間
人
で
あ
る
中
央
銀
行
の
総
裁
な
の
で
す
。
つ

ま
り
、
円
は
民
間
が
発
行
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い

う
話
を
経
済
学
者
に
す
る
と
、
必
ず
反
発
さ
れ
ま
す
。

自
分
た
ち
が
隠
し
て
き
た
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
こ
れ
が
分
か
る
と
世
界
の
し
く
み
が
分
か
り
ま

す
。
我
々
の
使
っ
て
い
る
お
札
は
民
間
人
に
お
い
て
刷

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ど
の
新
聞
も
「
ア
メ
リ
カ
の
中

央
銀
行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
」
と
い
う
書
き
方
を
し
ま
す
。

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
と
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、こ
う
言
う
べ
き
で
す
。「
百
％

民
間
銀
行
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行

で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
」
と
。
こ
れ
を
言
っ
て
し

ま
う
と
、
今
の
通
貨
が
ど
う
い
う
人
た
ち

に
握
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
中
国
の
場
合
、
共
産
党
が
握
っ
て
い
ま
す
。
日
本

銀
行
の
場
合
、
日
本
政
府
が
55
％
の
株
を
持
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
あ
る
程
度
安
部
首
相
の
い
う
こ
と
を
聞
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
政
府
が
通
貨
を
発
行
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
現
在
の
世

界
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
予
算

は
赤
字
だ
ら
け
で
す
ね
。
政
府
は
赤
字
国
債
し
か
発
行

で
き
ま
せ
ん
。
借
金
し
か
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
れ
を

お
か
し
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア

は
「
政
府
の
財
政
赤
字
が
問
題
だ
」
と
言
い
ま
す
が
、「
な

ぜ
政
府
が
財
政
赤
字
に
な
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
言

わ
な
い
の
で
す
。
政
府
が
通
貨
を
発
行
し
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
も
う
す
ぐ
消
費
税
が
上
が
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
を
し
な
く
て
も
政
府
が
通
貨
を
発
行
す
れ
ば
良

い
の
で
す
。
そ
う
言
う
と
多
く
の
学
者
た
ち
は
、
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
な
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
嘘
で
す
。
過
去
に
政
府
が
通
貨
を
発
行
し
て
、
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
で
大
恐
慌
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
に
発

生
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
金
を
ど
ん
ど

ん
刷
り
、
あ
る
時
急
に
そ
れ
を
締
め
ま
す
。
す
る
と
景

気
が
一
気
に
悪
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
部
の
人
が

　

第
一
次
大
戦
が
終
結
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
よ

う
と
し
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
革
命
の
た
め
そ
れ
が
敵
い
ま

せ
ん
。
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
苦
し
み
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
軍
も
撤
退
し
た
中
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
救
済
委
員
会

は
日
本
に
救
援
を
打
診
。
直
ち
に
日
本
赤
十
字
、
陸
軍
、

海
軍
が
動
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
達
７
５
６
人
を
日
本

に
送
っ
た
の
で
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
神
戸
港
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
る
時
、「
帰
り
た
く
な
い
、
日
本
に

残
っ
て
日
本
人
に
な
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
達
は
、
日
本
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

君
が
代
を
斉
唱
し
て
神
戸
港
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
特
別
養
護
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
貞
明
皇
后
（
大
正
天
皇
の
お
后
）
の
ご
真
影
、
日

章
旗
と
旭
日
旗
も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
は
流
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
に
恩
返
し
を
し
て

く
れ
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
、
国
立
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
の
教
授
が
神
戸
の
孤
児
達
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
招

待
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
以
前
日
本
に
助
け
ら
れ
た

当
時
の
孤
児
４
人
と
神
戸
の
孤
児
達
が
対
面
し
ま
す
。

そ
の
四
名
は
神
戸
の
孤
児
達
に
「
あ
な
た
方
の
国
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
。
日
本
の
お
蔭
で
今
の
私
達
が
あ
り

ま
す
」
と
伝
え
、
白
い
バ
ラ
を
１
本
ず
つ
孤
児
達
に
手

渡
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
天
皇

皇
后
両
陛
下
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
に

行
幸
啓
さ
れ
た

時
の
こ
と
で
す
。
両
陛
下
は
ワ
レ
サ
大
統
領
夫

妻
よ
り
も
先
に
元
孤
児
で
あ
っ
た
ご
老
人
に
挨

拶
さ
れ
た
の
で
す
。
翌
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新

聞
は
、「
日
本
万
歳
！
」
と
書
き
ま
し
た
。
樋

口
陸
軍
少
将
は
、
ド
イ
ツ
に
迫
害
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
満
州
経
由
で
ア
メ
リ
カ
に
逃
げ
よ

う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
満
州
国
に
働
き
か
け
、

約
２
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
脱
出
さ
せ
て
い
ま

す
。
同
盟
国
だ
っ
た
ド
イ
ツ
か
ら
猛
抗
議
さ
れ

ま
す
が
、
当
時
の
東
條
陸
軍
大
臣
は
「
人
道
上

問
題
な
し
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
を
無
視
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
か
ら
日
本
人
は
、
白
人
達
か
ら
植
民
地
に

さ
れ
な
い
よ
う
必
死
で
自
国
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
第
一
次
大
戦
で
戦
勝
国
と
な
り
、
人
種
差
別
撤

廃
条
項
を
訴
え
て
今
年
で
百
年
で
す
。
こ
ん
な
大
切
な

こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
は
言
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
日
本

人
は
世
界
に
素
晴
ら
し
い
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
非
難
さ
れ
る
だ
け
で

す
。
正
し
い
歴
史
を
知
る
こ
と
が
安
全
保
障
に
繋
が
る

の
で
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
と
、 

日

本
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、 

日
本

は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
と
戦
い
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
が

勝
敗
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
戦
後
日
本
は
国
際
連
盟
の
常

任
理
事
国
と
な
り
ま
す
。
こ
う
い

う
大
事
な
こ
と
を
学
校
は
教
え
ま

せ
ん
。
日
露
戦
争
で
日
本
は
ロ
シ

ア
に
勝
ち
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の

ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
を
撮
影
す
る
時
、

軍
人
の
誇
り
を
失
く
さ
な
い
よ
う

に
軍
刀
を
持
た
せ
ま
し
た
。
日
露
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ

た 

ロ
シ
ア
兵
の
墓
地
が
四
国
の
松
山
に
あ
り
ま
す
。
当

時
の
日
本
は
国
際
法
を
遵
守
し
て
い
ま
し
た
。
捕
虜
た

ち
は
外
出
が
で
き
ま
し
た
し
、
道
後
温
泉
で
療
養
で
き

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
兵
の
間
で
は
降
伏
す
る
こ
と
を
「
マ

ツ
ヤ
マ
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
。
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
ロ
シ
ア
の
支
配
下
で
し
た
の
で
、
ロ
シ
ア
兵
の
中
に

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
い
ま
し
た
。 

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
ロ

シ
ア
人
に
積
極
的
に
降
伏
さ
せ
る
た
め
、「
マ
ツ
ヤ
マ
」

の
良
さ
を
語
り

ま
し
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
独
立

に
は
児
玉
源
太

郎
、
福
島
安
正
、

小
村
寿
太
郎
た

ち
が
協
力
し
ま

し
た
。
日
本
が

ロ
シ
ア
に
勝
つ

こ
と
が
で
き
た

の
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
の
信
頼

関
係
が
あ
っ
た

か
ら
と
も
言
え

ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
旗
は
旭
日
旗
そ
っ
く
り
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
ド
イ
ツ
の
暗
号
解
読
機
エ
ニ
グ
マ
を
開
発
し

た
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
す
。
日
本
は
暗
号
技
術
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
取
り
入
れ
ま
し
た
。
日
本
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
の
絶
対
的
な
信
頼
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

で
す
。
１
９
１
７
年
に
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
り
ま
す
。

共
産
主
義
を
駆
逐
す
る
た
め
、
共
産
党
以
外
が
協
力
し

ま
す
。
そ
の
時
日
本
は
ロ
シ
ア
に
勝
っ
た
国
と
い
う
こ

と
で
、
共
産
党
以
外
の
ロ
シ
ア
人
か
ら
も
大
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。

Ｒ
Ｂ
を
潰
そ
う
と
し
た
の
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
で
す
。

彼
は
連
邦
政
府
の
ド
ル
を
発
行
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
暗

殺
さ
れ
た
の
で
す
。
オ
ズ
ワ
ル
ド
が
殺
し
た
の
で
は
な

い
の
で
す
。
大
統
領
の
警
護
は
極
め
て
強
固
で
す
か
ら
、

誰
か
の
指
示
が
な
け
れ
ば
暗
殺
な
ど
で
き
る
わ
け
は
な

い
の
で
す
。

　

私
は
歴
史
を
理
解
す
る
に
は
、
結
果
か
ら
原
因
を
類

推
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ケ
ネ
デ
ィ
の
後

継
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
何
を
し
た
か
。
連
邦
政
府

発
行
の
ド
ル
を
回
収
し
た
の
で
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
グ

ロ
ー
バ
リ
ス
ト
達
の
間
に
何
ら
か
の
取
引
が
あ
っ
た
筈

で
す
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
手
を
引
こ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
米
ソ
関
係
改
善
に
つ
い

て
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
米
ソ

関
係
の
改
善
を
望
ま
な
い
２
つ
の
勢
力
が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
て
い
ま
し
た
。
１
つ
は
反
共
主
義
者
、
も
う
１

つ
は
あ
る
特
定
の
民
族
（
ユ
ダ
ヤ
ロ
ビ
ー
）
で
す
。
ジ
ョ

ン
ソ
ン
が
大
統
領
に
な
っ
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
本
格
的

に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
我
々
は
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
は
北
ベ
ト
ナ
ム
の
共
産
化
を
ア
メ
リ
カ
が
抑

え
よ
う
と
し
た
と
習
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
達
の
利
益
の
た
め
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
ア
メ
リ
カ
は
敵
で

あ
る
ソ
連
に
３
百
億
ド
ル
も
融
資
し
て
い
ま

し
た
。
ソ
連
は
そ
の
お
金
を
北
ベ
ト
ナ
ム
に

与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
米
ソ
を
対
等
に
対

立
さ
せ
た
の
が
東
西
冷
戦
だ
っ
た
の
で
す
。

驚
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
１
９
４
９
年
中

華
人
民
共
和
国
を
創
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で

す
。
当
時
シ
ナ
で
は
、
蒋
介
石
と
毛
沢
東
が
内
戦
し
て

い
ま
し
た
。
蒋
介
石
が
有
利
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は

彼
に
停
戦
と
毛
沢
東
を
国
民
政
府
に
入
れ
る
よ
う
命
じ

ま
し
た
。
シ
ナ
を
共
産
化
す
る
た
め
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
蒋
介
石
と
日
本
を
戦
わ
せ
た
の
で
す
。
こ
う
い
う

歴
史
を
我
々
は
一
切
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
勢
力
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人

の
人
口
が
、
国
外
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
口
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
的

な
発
想
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
発
想
に
な
り
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
を
大
切
に

し
て
い
る
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
で
は
な
い
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
支
持
基
盤
に
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

約
百
年
前
に
で
き
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
達
が
率
い
る

世
界
が
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
伝
統
文
化
を
大
切

に
す
る
日
本
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
日

本
の
伝
統
文
化
は
世
界
を
平
和
に
導
く
と
見
て
い
る
人

達
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
今
こ
そ
我
々
が
そ
の
価
値

に
気
付
く
べ
き
時
で
す
。

民
間
人
（
国
際
金
融
資
本
）
が
世
界
を
支
配
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
い
い
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
企
業

は
世
界
的
な
競
争
を
す
る
と
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
現

に
負
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
コ
ス

ト
競
争
だ
か
ら
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
安
い
労
働

力
を
求
め
て
世
界
に
散
ら
ば
り
ま
す
。
こ
の
や
り
方
は

日
本
の
伝
統
的
な
経
営
方
法
と
は
真
逆
で
す
。
日
本
の

場
合
、
雇
用
の
維
持
を
最
重
要
視
し
ま
す
。
苦
し
い
時

は
給
与
を
下
げ
て
で
も
雇
用
を
維
持
し
ま
す
。
日
本
は

約
２
７
０
０
年
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
経
済
思
想
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
の
経
営
者
は
皇
室
と
同
じ
よ
う
に

社
員
を
大
御
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
日
本
の
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
負
け
る
筈
で

す
。
と
こ
ろ
が
今
百
年
に
一
度
の
地
殻
変
動
が
起
き
て

お
り
、
今
ま
で
の
常
識
が
覆
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
か
ら
各
国
の
特
徴
を
活
か
し
た
商
取

引
の
時
代
が
や
っ
て
来
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動

き
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
た
２
０
１
６
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
英
国
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た

年
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

Ｇ
７
首
脳
が

伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
の
後
、
安
部
総
理
と
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
た
年

で
も
あ
り
ま
す
。
参
拝
し
た
首
脳
た
ち
の
印
象
は
、
平

和
、
調
和
、
自
然
、
静
謐
、
神
聖
、
伝
統
、
文
化
と
い
っ

た
も
の
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
と
は
全
く
違
っ
た

価
値
観
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
こ
の
よ
う
な

目
に
見
え
な
い
価
値
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
お
金
で
は
な
く
、
人
間
性
が
大
切
に
さ
れ
る

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
頭
で
戦
っ
て
い

る
の
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
す
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
を
随
分
と
批
判
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

リ
ス
ト
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
ヒ
ラ
リ
ー
が
落
選
し
、

恐
怖
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
ア
メ

リ
カ
大
統
領
候
補
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
都
合

の
良
い
人
物
を
メ
デ
ィ
ア
が
上
手
く
操
作
し
て
選
ん
で

き
ま
し
た
。
例
え
ば
オ
バ
マ
候
補
は
政
治
経
験
が
乏
し

か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
は
彼
に
注
目
す
る

よ
う
仕
向
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
た

の
は
１
９
１
２
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
時
代
で

す
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
を
創
っ
た
の
は
彼
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ス

ト
の
言
い
な
り
に
な
る
彼
を
大
統
領
に
さ
せ
る
べ
く
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
達
は
様
々
な
工
作
を
し
ま
し
た
。
Ｆ

お
金
を
操
作
し
て
き
た
と
い
う
の
が
事
実
で
す
。
ロ
シ

ア
革
命
は
ニ
コ
ラ
イ
皇
帝
の
圧
政
に
苦
し
む
ロ
シ
ア
人

が
行
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
左
派
に

よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
支
援
し
た
の

は
実
は
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
国
際
金
融
資
本
で

す
。
私
が
若
か
っ
た
こ
ろ
マ
ル
キ
ス
ト
の
教
師
た
ち
は

羽
振
り
が
良
か
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ソ
連
崩
壊

後
彼
ら
は
全
く
反
省
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
が
今
唱
え

て
い
る
の
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
は
国
境
を
な
く
す
こ
と
で
す
。
そ
し
て
世
界
を
ひ

と
つ
の
市
場
に
す
る
こ
と
で
す
。
世
界
と
協
調
す
る
こ

と
は
必
要
で
す
が
、
国
境
を
な
く
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
日
本
の
伝
統
や
独
自
性
は
邪
魔
な

の
で
す
。
女
系
天
皇
を
推
進
す
る
の
も
彼
ら
で
す
。
世

論
調
査
に
よ
れ
ば
国
民
の
七
割
が
女
系
天
皇
に
賛
成
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
皇
室
の
破
壊
に
繋
が
り
ま
す
。
皇

室
の
２
７
０
０
年
近
く
続
く
権
威
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト

に
と
っ
て
は
邪
魔
な
の
で
す
。
彼
ら
は
皇
室
を
破
壊
す

る
た
め
意
図
的
な
報
道
を
す
る
の
で
す
。
皇
室
と
日
本

国
民
の
関
係
は
君
民
一
体
で
す
。
天
皇
が
国
民
を
大
御

宝
と
呼
ん
で
慈
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
国
民
は
そ
の
お

気
持
ち
を
大
御
心
と
呼
ん
で
お
慕
い
し
ま
す
。
こ
れ
は

世
界
で
最
も
優
れ
た
民
主
主
義
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
最
高
権
威
の
方
が
国
民
か
ら
搾
取
し
て
い
な
い
の

で
す
。
大
衆
か
ら
搾
取
し
て
き
た
の
が
世
界
の
歴
史
な

の
で
す
。
ロ
シ
ア
革
命
は
そ
の
典
型
で
す
。
権
力
を
握
っ

た
上
層
部
は
民
衆
か
ら
搾
取
し
ま
し
た
。
私
が
ソ
連
に

い
た
時
に
気
付
い
た
の
は
、
本
当
に
貧
し
く
、
ア
メ
リ

カ
と
並
ぶ
超
大
国
で
あ
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
誰
も
が
下
を
向
い
て
笑
顔
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
が
共
産
主
義
の
実
態
で
す
。「
労
働
者
の
天
国
」

と
習
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
全
く
違
い
ま
す
。
中
国
も

そ
う
で
す
。
経
済
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
大
国
で
す

が
、
共
産
党
の
独
裁
国
家
で
す
。
ご
く
一
部
の
エ
リ
ー

ト
が
膨
大
な
数
の
民
衆
か
ら
搾
取
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
体
制
は
人
類
の
敵
で
す
。
こ
の
よ
う
な
主
義
を
唱

え
る
政
党
が
我
が
国
に
も
あ
り
ま
す
が
、
不
思
議
に
思

い
ま
す
。

　

通
貨
の
話
に
戻
り
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
と
い

う
ユ
ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン
ス
人
は
、「
今
の
世
界
は
極
め
て
シ

ン
プ
ル
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
市
場
の
力
が
世
界
を

覆
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ネ
ー
を
支
配
す
る

日
本
人
が
知
ら
な
い
現
代
史
の
正
体

�

馬
渕 

睦
夫 
氏

知
ら
れ
ざ
る 

感
動
の
日
本
近
現
代
史

�

井
上 

和
彦 

氏

歴
史
勉
強
会

  　

第 

� 

回

６
月
８
日  

中
島
サ
ロ
ン

歴
史
勉
強
会

  　

第 

� 

回

８
月
⓾
日  

中
島
サ
ロ
ン
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自衛隊の部隊ってどんなところ？
自衛隊員ってどんな人達？
自衛隊を見てみたい!!

そんな若者を関防会にご紹介下さい

ホームページからの申し込みも可能です。
http://kanboukai.jp/

関西防衛を支える会では会員募集中
です。ご入会ご希望の方は下記口座
にお振り込み下されば、会員となります。

ご入会のお願いご入会のお願いご入会のお願い

ご連絡下さるようお願いします。
銀行振り込みの場合は当会まで必ず

,
〃 ,
〃 ,
〃 ,学生会員

年会費一口

　

前
号
（
78
号
）
で
紹
介
し
た

自
衛
官
候
補
生
の
４
人
が
、
６

月
22
日
に
陸
上
自
衛
隊
第
36
連

隊
に
お
い
て
前
期
教
育
を
修
了

し
ま
し
た
。
希
望
し
て
い
た
職

種
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
後

期
の
専
門
教
育
が
始
ま
り
ま

す
。
後
期
教
育
終
了
後
、
部
隊

配
置
に
な
り
ま
す
。
凛
々
し
い

彼
ら
に
再
会
し
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
今
号
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
彼

ら
は
正
式
に
自
衛
官
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
隊
員

と
し
て
勇
躍
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
頑
張

れ
、
新
自
衛
官
!!

（
事
務
局
次
長　

小
山
み
ど
り
）

 関西防衛を支える会
フェイスブック、ホー
ムページを開設していま
す。是非ご利用ください。

会
員
の
声
を
募
り
ま
す

事
務
局
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い

メ
ー
ル
の
な
い
方
は
ご
郵
送
で
も
ど
う
ぞ

　

こ
の
度
、
関
防
会
で
は
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を
開
設
致
し
ま
し

た
。

　

関
防
会
の
活
動
内
容
、
行
事

参
加
の
ご
案
内
、
ま
た
自
衛
隊

の
諸
行
事
の
ご
案
内
等
を
メ
ー

ル
で
皆
さ
ま
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
ご
登
録
い

た
だ
け
ま
す
。

関
西
防
衛
を
支
え
る
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
の
お
願
い

 関西防衛を支える会 関西防衛を支える会 関西防衛を支える会 関西防衛を支える会
フェイスブック、ホーフェイスブック、ホーフェイスブック、ホー
ムページを開設していまムページを開設していまムページを開設していま
す。是非ご利用ください。す。是非ご利用ください。す。是非ご利用ください。

 関西防衛を支える会
フェイスブック、ホー
ムページを開設していま
す。是非ご利用ください。

会
員
の
声
を
募
り
ま
す

事
務
局
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い

メ
ー
ル
の
な
い
方
は
ご
郵
送
で
も
ど
う
ぞ

関
西
防
衛
を
支
え
る
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
の
お
願
い

会
員
の
声
を
募
り
ま
す

事
務
局
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い

メ
ー
ル
の
な
い
方
は
ご
郵
送
で
も
ど
う
ぞ

自衛隊観艦式2019
日時：令和元年10月13日㈰~14日㈪
会費：２２，０００円（33歳以上）、１８，０００円（32歳以下）
申込：９月20日㈮まで
　　　先着順（定員；青少年40人、一般参加者40人）

関西防衛を支える会
研 修 旅 行

（同封チラシをご覧下さい）

台湾慰霊顕彰の旅
日時：令和２年１月18日㈯~21日㈫　４日間
会費：お１人様；110，０００円（２人１室利用）
　　　　　　　　128，０００円（１人１室利用―シングル）
申込：９月27日㈮まで　先着順40人

~台湾人は日本
のために戦った～

（同封チラシをご覧下さい）

忘年カニバスツアー忘年カニバスツアー忘年カニバスツアー忘年カニバスツアー
日時：令和元年12月22日㈰
会費：9,500円
申込：12月10日㈫まで　先着順40人

恒例！
甘エビ 500g お一人様ずつにお土産 !!甘エビ 500g お一人様ずつにお土産 !!甘エビ 500g お一人様ずつにお土産 !!

（同封チラシをご覧下さい）

第３師団創立 58 周年・千僧駐屯地創設 68 周年記念行事（5月12日）海上自衛隊舞鶴航空基地開隊 18 周年記念行事（６月１日）

航空自衛隊幹部候補生学校観閲式（６月１日）

白山分屯基地開庁 43 周年記念行事　新学生会員参加（７月６日）

陸上自衛隊第 36 連隊自衛官候補生前期修業式

関 防 フォトフォト

ホームページ フェイスブック

に
なった�なった�

にに自衛官自衛官


